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の読解授業においては、(JJI 日 2006) などが述べているとおり、スキャニング・スキミングの
スキルが有効とされる。授業でこのスキルの訴練をすることは、学習者のニーズにかなってい
ると言えるだろう。
本センタ一、 U コース(学部進学前予備教育)での教育においては、初級の段階では F初級
日本語J (東京外国語大学日本語教育センター(1994)) の巻末読解を、初級初期の文型導入が
終了した段階で寂り入れ、速読の練習を行なっている。しかし、その後中級になって使用され
る r 日本語中級学習者のための速読練習舟 読解教材<改訂版>J (大阪外国語大学日本語日本
文化教育センター (1998)) とのレベル差が大きく、後者にはスキャニングやスキミングの練習
などもない。上級で用いられる『日本語上級学習者のための速読練習用 読解教材
<改訂版>J (大阪外国語大学自本語日本文化教育センター (1999)) も同様である。
そこで、筆者らは、初級で扱う平易な速読教材から、「日本語中級学習者のための速読練習用





































































くだけでなく、多くの文章がこの 2 つのパターンであることを学習する狙いがある 1)。






















































































































































































































念である。 Walberg& Tsai (1983) はマシュー効果の概念を教育学の分野に転用し、「以前受けた教育上
の利益は現在の学習活動と学習動機にも影響を及ぼすことによって、このニつの要題以上に、学理効果に
対して累加的に有和に作用する」としている。 Stanovic (1986) はこうしたマシュー効果の考え方をさら
に言語習得の領域に適用している。
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